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曾
伽

歳
冨
め
習
 

」
れ
か
ら
も
健
や
か
で
笠
原
や

よ
さ
ん
 

九
〇
三
年

（
明
治三
十
六
年
）
五
月
二
十
五
日
生
ま
れ
の
笠
原
や
よ
さ
ん
が

満
百
歳
を
迎
え
、
五
月
二
十
六
日
、
市
内
ー
ッ
谷
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
「
憩
い
の

家
」
で
成
田
市
長
か
ら
長
寿
褒
彰
金

・
百
万
円
の
目
録
及
び
顕
彰
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
 

出
精
村

（現
木
造
町
）
で
生
ま
れ
た
笠
原
さ
ん
は
、
結
婚
し
埼
玉
県
へ
転
出
、
 

戦
争
で
夫
を
失
い
昭
和
二
十
二
年
に
当
市
へ
戻
っ
て
か
ら
は
自
宅
を
貸
間
に
し
た

り
店
員
を
し
て
子
ど
も
を
育
て
、
昨
年
三
月
か
ら
現
施
設
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
 

笠
原
さ
ん
は
長
寿
を
祝
い
祝
福
す
る
同
施
設
e
K所
者
や
駆
け
つ
け
た
関
係
者

に
 
「皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
」
と
繰
り
返
し
、
く
す
玉
を
割
っ
て
「
バ
ン
ザ
イ
」
を

三
唱
し
ま
し
た
。
ま
た
、
長
生
き
の
秘
訣
は
？
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「な
ん
で
も
残

さ
ず
よ
く
食
べ
る
こ
と
。
散
歩
な
ど
毎
日
よ
く
運
動
し
て
、
よ
く
寝
る
こ
と
」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

東
北
電

力
五
所

川
原
営
業
所

関
連
企

業
グ

ル
ー
プ
 

五
月
三
十
日
の
「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
に
ち
な
み
、
東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所
 

（小
野
寺
繁
治
所
長
）
関
連
企
業
グ
ル
ー
プ
、
団
体
で
岩
木
川
河
川
敷
の
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
の
は
同
営
業
所
職
員
の
ほ
か
囲
ュ
ァ
テ
ッ
ク
五
所
川
原
営
業
所

（
田

中
一
行
所
長
）
東
北
電
気保
安
協
会
五
所
川
原
事
業
所
（
小
松
洋
文
所
長
）
、検
集
 

旺
盛
な
好
奇
心
 

生
き
が
い
と
し
て
 

北

辰
大

学
開
講
式
 

六
月
四
日
、
受
講
生
百
九
十
人
参
加

の
も
と
、
北
辰
大
学
の
開
講
式
が中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
、
今
年
で
三
十
一
年

目
と
な
る
市
民
六
十
歳
以
上
を
対
象
と

し
た
生
涯
学
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

式
後
、
さ
っ
そ
く
第
一
回
講座
「
光

信
公
と
津
軽
藩
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加

者
は
津
軽
の
歴
史
を
聴
き
、
悠
久
と
ロ

マ
ン
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
今

後
、
講
座
は
二
月
ま
で
計
十
回
行
わ
れ
、
 

学
習
分
野
も
経
済や
保
健
衛
生
な
ど多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
自
主
学
習
 

（ク
ラ
ブ
活
動
）
も
充実
し
、
俳
句
、
手

芸
、
な
つ
メ
ロ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な

ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
行
わ
れ
ま
す
。
 

お 
め 

と 
う 

「これからも健やかで 
とうございます」と握手で応える笠原さんこ 

労
五
所
川
原
班
（
秋

元
大
成
班
長
）
、
婦

人
と
電
気
の
会

（
菅

井
節
子
会
長
）
合
わ

せ
て
九
十
人
。
そ
れ

ぞ
れ
デ
レ
キ
と
ご
み

袋
を
手
に
し
て
乾
橋

を
中
心
に
北
斗
グ
ラ

ウ
ン
ド
周
辺
を
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
ご
み
を
拾
い

集
め
て
い
ま
し
た
。
 

同
営
業
所
が
清
掃

活
動
を
始
め
て
今
年

で
一
一十
四
回

を
数

え
、
本
年
四
月
に
環

境
づ
く
り
に
貢
献
し

た
と
し
て
県
か
ら
文

化
観
光
立
県
推
進
功

労
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
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5
前
田
野
目
 

五
月
三
十
一
日
、
前
田
野
目
自
治
会

（
新
谷
久雄
会
長
）
 

で
は
地
域
の
住
民
及
び
五
所
川
原
東
高
等
学
校
の
生
徒
ら
約

百
人
が
参
加
し
、
環
境
整
備
運
動
の
一
環
と
し
て
、
同
地
区

を
走
る
国
道
一
〇
一
号
線
沿
い
の
約
ー
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
及
び

五
所
川
原
・
岩
木
線
沿
い
数
力
所
の
花
壇
に
約
七
千
株
の
花

を
植
栽
し
ま
し
た
。
 

作
業
は
花
壇
の
草
取
り
か
ら
始
ま
っ
て
土
を
起
こ
し
、
肥

料
を
ま
き
、
手
際
よ
く
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ベ
コ
ニ
ア
、
サ

ル
ビ
ア
、
ガ
ザ
ニ
ア
な
ど
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

今
年
で
五
年
目
と
な
る
こ
の
植
栽
活
動
に
つ
い
て
新
谷
会

長
は
、
「多
く
の
人
が
こ
の
“
花
い
っ
ぱ
い
運
動
一
へ
積
極
的
 
 

に
参
加
し
、
地
域
の
粋
が
強
ま
る
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
き
た
い
で
す
ね
」
と
抱
負
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
七
千
株
の
う
ち
四
千
株
は
地
域
住
民
が
種
か
ら
育

成
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
主
と
し
て
携
わ
っ
た
斉
藤
久
子
さ

ん
は
、
「管
理
が
大
変
で
本
当
に
気
を
使
い
ま
し
た
。
花
が
あ

る
美
し
い
環
境
で
皆
が
豊
な
気
持
ち
に
な
り
、
ま
た
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
ほ
っ
と
し
た
り
、
こ
こ
ろ
が
休
ま
る
よ

う
で
あ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

今
回
植
栽
さ
れ
た
花
は
十
一
月
ま
で
通
行
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
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、
そ
れ
ま
で
同
地
区
住
民
に
よ
る
草
取
り
ゃ
水
 

青
森
世
界
薪
窯
大

会
 

招
待

陶
芸
家

寄
贈

作

品
 

紙
上
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 No・5 

ワレドりツクパジェ（アメ明句》仰飾 

一業
い
っ

ぱ

い
”
●
こ
こ

ろ
休

ま
ろ
ー
ま

t一
に
し
た

い

約

7
0
0
0
株
の
花
を
植
栽
 

5
前
田
野
目
 

五
月
三
十
一
日
、
前
田
野
目
自
治
会

（
新谷
久
雄
会
長
）
 

で
は
地
域
の
住
民
及
び
五
所
川
原
東
高
等
学
校
の
生
徒
ら
約

百
人
が
参
加
し
、
環
境
整
備
運
動
の

一
環
と
し
て
、
同
地
区

を
走
る
国
道
一
〇
一
号
線
沿
い
の
約
ー
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
及
び

五
所
川
原
・
岩
木
線
沿
い
数
力
所
の
花
壇
に
約
七
千
株
の
花

を
植
栽
し
ま
し
た
。
 

作
業
は
花
壇
の
草
取
り
か
ら
始
ま
っ
て
土
を
起
こ
し
、
 

料
を
ま
き
、
手
際
よ
く
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ベ
コ
ニ
ア
、
 

ル
ビ
ア
、
ガ
ザ
ニ
ア
な
ど
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

今
年
で
五
年
目
と
な
る
こ
の
植
栽
活
動
に
つ
い
て
新
谷
会

長
は
、
「多
く
の
人
が
こ
の
“
花
い
っ
ぱ
い
運
動
】
へ
積
極
的
 
 

に
参
加
し
、
地
域
の
紳
が
強
ま
る
ょ
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
き
た
い
で
す
ね
」
と
抱
負
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
七
千
株
の
う
ち
四
千
株
は
地
域
住
民
が
種
か
ら
育

成
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
主
と
し
て
携
わ
っ
た
斉
藤
久
子
さ

ん
は
、
「管
理
が
大
変
で
本
当
に
気
を
使
い
ま
し
た
。
花
が
あ

る
美
し
い
環
境
で
皆
が
豊
な
気
持
ち
に
な
り
、
ま
た
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
ほ
っ
と
し
た
り
、
こ
こ
ろ
が
休
ま
る
よ

う
で
あ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

今
回
植
栽
さ
れ
た
花
は
十
一
月
ま
で
通
行
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
、
そ
れ
ま
で
同
地
区
住
民
に
よ
る
草
取
り
ゃ
水

ま
き
な
ど
の
作
業
・
管
理

が
続
き
ま
す
。
 

ョナ 肥 

五所川原市役所 公35-2111 3 平成15年6月15日 

広 
きれいな 
いきます。 
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地
域
の
意
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・
要
望
を
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政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
地
域
集
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
が
よ
り
住
み
や
す
く
活
気
あ
る
元
気
な
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
皆
さ

ん
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
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て
お
り
ま
す
。
終
了
後
は
懇
親
会
も
準
備
し
て

い
ま
す
。
 

〈地域集会日程〉 

月 日 曜日 時間 対象地域 開 催 場 所 
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9 : 30 五所川原（南） 富士見コミュニテイセンター 

13 : 30 五所川原（北） 中央コミュニテイセンター 
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9 : 30 毘沙門‘長富地区 毘沙門・長富コミュニテイセンター 

13 : 30 飯 詰 地 区 コミュニテイセンター飯詰 
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9 】 30 中 川 地 区 コミュニテイセンター中川 
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9 : 30 長 橋 地 区 コミュニテイセンター長橋 

13 : 30 七 和 地 区 コミュニテイセンター七和 

[
I
 

 

口
H
"
  

9 : 30 梅 沢 地 区 梅沢コミュニテイセンター 

13 : 30 松 島 地 区 コミュニテイセンター松島 

17 木
  

9 : 30 栄 	地 	区 コミュニテイセンター栄 

13 : 30 湊 	地 	区 みなとコミュニテイセンター 

18 金 9 : 30 小 曲 地 区 農村婦人の家 
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。
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。
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唇球ろ 

※出張、旅行などで滞在する市町村等で不在者投票さ

れる方は、早めに投票用紙等の請求をしてください。 

郵便による不在者投票 

体が不自由で、投票所へ行くことができない人に、 

郵便による不在者投票制度があります。 

」 郵便による不在者投票ができる人 

(1）身体障害者手帳を持っていて、次の①、＠、ひD人
①両下肢若しくは体幹の障害若しくは移動機能の障
害が一級・二級 

＠心臓、じん臓、呼吸器、ぽうこう若しくは直腸及

び小腸の障害が一級・三級 

の両下肢等の障害の程度がこれらの障害に該当する

ことを県知事が証明した人 

(2）戦傷病者手帳を持っていて、次の①、＠、伽）人 

①両下肢若しくは体幹の障害が特別項症から第二項症

まで 

＠心臓、じん臓、呼吸器、ぽうこう若しくは直腸及び

小腸の障害が特別項症から第三項症まで 

の両下肢等の障害の程度がこれらの障害に該当するこ
とを県知事が証明した人 

国郵便による不在者投票の方法 

「郵便投票証明書」 の請求は、市の選挙管理委員会

へ身体障害者手帳、戦傷病者手帳または県知事の証明

した書類と自分で署名した「郵便投票証明書交付申請書」 

を提出します。申し込みは郵送でも代理の人でもかま

いません。提出書類を確認し、 「郵便投票証明書」を

交付いたします。 

鳳投票用無筆魚熱書 
「郵便投票証明書」と自分で署名した投票用紙等請

求書を、市の選挙管理委員会へ提出してください。提

出は代理の人でも郵送でも結構です。投票用紙等請求

書の提出期限は、 6 月25日困までとなります。（投票用

紙等の請求書は市の選挙管理委員会にあります。） 

漁投票用紙の交付を受ける 

投票用紙等は、市の選挙管理委員会から本人へ郵送

いたします（ 

冒投票して郵送する 

投シIミは自宅で投票用紙に記載し、所定の封筒に入れ

て封をしたあと署名し、選挙管理委員会で用意した返

信用封筒で郵送することになります。（投票用紙は、郵

送以外で送ることはできません。） 

票 

, 

◇日 時 平成15年 6月29日（日）午後 9時15分
◇場 所 五所川原市民体育館 

6月29厭印は青森県知事選挙の投票日です0 
＝投票時間は午前7時から午後8時までです。＝ 

五所川原市では、 「投票所入場券」を発行いた

しておりますので、不在者投票をされる場合や、 

選挙当日投票所で投票される場合は、自分の「投

票所入場券」 を持参してください。なお、 「投票

所入場券」がなくても投票できますので係員に申

し出てください 

投票できる方は次のとおりです。 

圏年齢要件 
昭和58年 6月30日以前に生まれた方 

圏住所要件 
平成15年 3 月11日以前に住民基本台帳に登録さ 
れ、引き続き居住している方 

◆市内転居者 
平成15年 6 月 6 日以前に転居した方は、新しい
住所の投票所です。平成15年 6月 7日以後に転
居した方は、前住所の投票所です。 

※平成15年 3月12日以後に県内の他の市町村から
転入してきた有権者の方は、前住所地の市町村
で投票することになります。この場合、引き続
き県内に住所を有する旨の証明書を提示しなけ
ればなりません。この証明書は、市役所市民課
から交付を受けることができます。 

記号式投票の方法 

今回の投票は、不在者投票及び点字投票を除き記号

式投票で行います。 

記号式投票の記載方法は、投票用紙の「〇をつける

欄」に、〇の記号を自書し、又は〇の記号を表す印を

押す方法で行います。 

不在者投票 

●該当する方 
投票当日、不在者投票事由（仕事・旅行・入院及 

び出産予定等）のいずれかに該当すると見込まれる方。 

●不在者投票のできる期間 

平成15年 6 月12日困から平成15年 6 月28日田まで 

●不在者投票のできる場所及び時間 

①五所川原市役所5階会議室 

り午前8時30分から午後 8時まで 

②出張、旅行などで滞在する市町村の選挙管理委員会 

〇滞在する市町村において選挙が行われている場合 

か午前 8時30分から午後 8時（異なる時刻を定め 

ている場合があります）まで 

〇滞在する市町村で選挙が行われていない場合 

中執務時間内 

③都道府県選挙管理委員会の指定する病院、老人ホ 

ーム等 

か午前 8時30分から午後 5時まで 

＊お問い合わせ＊ 選挙管理委員会事務局 廿35-21 11（代） 内線491 -493番 

5 平成15年 6月15日 	五所川原市役所 公35-2111 
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6月29厭印は青森県知事選挙の授票日です0 

＝投票時間は午前7時から午後8時までです。＝ 

五所川原市では、 「投票所入場券」を発行いた

しておりますので、不在者投票をされる場合や、 
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所入場券」がなくても投票できますので係員に申

し出てくださし、 
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圏住所要件 
平成15年 3 月11日以前に住民基本台帳に登録さ 
れ、引き続き居住している方 

+市内転居者 
平成15年 6月 6日以前に転居した方は、新しい
住所の投票所です。平成15年 6月 7日以後に転
居した方は、前住所の投票所です。 

※平成15年 3月12日以後に県内の他の市町村から
転入してきた有権者の方は、前住所地の市町村
で投票することになります。この場合、引き続
き県内に住所を有する旨の証明書を提示しなけ 

~ ればなりません。この証明書は、市役所市民課 

~ から交付を受け警望誓誓き 

記号式投票の方法 

今回の投票は、不在者投票及び点字投票を除き記号

式投票で行います。 

記号式投票の記載方法は、投票用紙の「〇をつける

欄」に、〇の記号を自書し、又は〇の記号を表す印を

押す方法で行います。 

不在者投票 

●該当する方 
投票当日、不在者投票事由（仕事・旅行・入院及 

び出産予定等）のいずれかに該当すると見込まれる方。 

●不在者投票のできる期間 

平成15年 6 月12日困から平成15年6月28日田まで 

●不在者投票のできる場所及び時間 

①五所川原市役所5階会議室 

◇午前 8時30分から午後8時まで 

②出張、旅行などで滞在する市町村の選挙管理委員会 
〇滞在する市町村において選挙が行われている場合 

二◇午前 8時30分から午後 8時（異なる時刻を定め 

ている場合があります）まで 
〇滞在する市町村で選挙が行われていない場合 

#〉執務時間内 

③都道府県選挙管理委員会の指定する病院、老人ホ 

ーム等 

か午前 8時30分から午後 5時まで 

※出張、旅行などで滞在する市町村等で不在者投票さ

れる方は、早めに投票用紙等の請求をしてください。 

事‘I 	」犀盛r ~, 
体が不自由で、投票所へ行くことができない人に、  

郵便による不在者投票制度があります。  

コ郵便による不在者投票ができる人  

0）身体障害者手帳を持っていて、次の①、＠、⑥の人

①両ト肢若しくは体幹の障害若しくは移動機能の障
害が一級・二級 

＠心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう若しくは直腸及

び小腸の障害が一級・三級 

〇両下肢等の障害の程度がこれらの障害に該当する

ことを県知事が証明した人  

(2）戦傷病者手帳を持っていて、次の①、②、図）人 

①向下肢若しくは体幹の障害が特別項症から第二項症

まで 
＠心臓、じん臓、呼吸器、ぽうこう若しくは直腸及び

小腸の障害が特別項症から第三項症まで 

⑤両下肢等の障害の程度がこれらの障害に該当するこ

とを県知事が証明した人 

目郵便による不在者投票の方法 

「郵便投票証明書」の請求は、市の選挙管理委員会

へ身体障害者手帳、戦傷病者手帳または県知事の証明

した書類と自分で署名した「郵便投票証明書交付申請書」 

を提出します。申し込みは郵送でも代理の人でもかま

いません。提出書類を確認し、 「郵便投票証明書」を

交付いたします。 

投票用紙等の請求 

「郵便投票証明書」と自分で署名した投票用紙等請
求書を、市の選挙管理委員会へ提出してください。提

出は代理の人でも郵送でも結構です。投票用紙等請求
書の提出期限は、 6 月25日困までとなります。（投票用

紙等の請求書は市の選挙管理委員会にあります。） 

級投票用紙の交付を受ける 

投票用紙等は、市の選挙管理委員会から本人へ郵送

いたします。 

局投票して郵送する 

投票は自宅で技票用紙に記載し、所定の封筒に入れ

て封をしたあと署名し、選挙管理委員会で用意した返

信用封筒で郵送することになります。（投票用紙は、郵

送以外で送ることはできません。） 

開 票 

◇日 時 平成15年 6月29日（日）午後 9時15分
◇場 所 五所川原市民体育館 

4% 

'I, 

＊お問い合わせ＊ 選挙管理委員会事務局 ft35-21 11（代） 内線491--493番 

5 平成15年6 月15日 	五所川原市役所 公35-2111 
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青森労働局から 「支援」 のお知らせ 

 

 

詳しくは青森労働局職業安定部職業対策課へ TELO17(721 )2000 

独立・起業支援 

厚生労働省では、雇用の創出のために、創業を

支援する制度を実施しています。 

●サービス分野で創業する方 

サービス分野の事業を行う法人（NP〇を含む） 

を設立し、 1年以内に再就職を希望する者を3 

人以上常用雇用した場合に、新規創業の経費（3 

分の1。上限500万円）及び労働者の雇入れ（ 1 

人当たり30万円）について支援します。 

●雇用保険受給者の方 

受給者自らが創業し、創業後 1年以内に雇用

保険の適用事業所となった場合に、新規創業の

経費（3分の1。上限200万円）について支援

します。 

●中高年齢者の方 

45歳以上の方が3人以上集まって、共同して

法人を設立し、高年齢者等を雇入れた場合に、 

新規創業の経費（3分の2。上限500万円）に

ついて支援します。 

http : //www. mhlw. go .jp/general/seido/josei  

/sougyou/index. html 

不良債権処理の影響による 
離職者の方々の再就職支援 

事業主が「雇用調整方針」を作成し、都道府県

労働局に届け出ると、その方針の対象となった労

働者に対し、様々な再就職のための支援が実施さ

れます。 

1．事業主向け 

労働移動支援助成金や雇用調整助成金の特例

措置により助成金が受けやすくなります。 

2.労働者向け 

座学や企業での実習による職業訓練や職場で

の実地経験を積む職場体験講習を無料で実施し

ます。 

また、中小企業の労働者の方が、管理職・技

術職等への再就職を希望する場合には、民間の

再就職支援会社等の再就職支援サービスを利用

できます。 

3.不良債権処理就業支援特別奨励金 

雇用調整方針の対象労働者を雇入れた事業主

に 1人当たり60万円を支給します。 

http : //www. mhlw. go .jp/general/seido/syokuan  

/saisei. html 
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五所川原立俊武多 
東京丸ビル 初見参リ 

6月22日～28日、東京丸ビルにおいて開

催される「Aomori Festival Week in 
Marunouchi building」に立倭武多が出陣

します。 
22日の10時30分より行われるオープニン

グセレモニーの様子とそこに集る人々を取材

して東京と青森のスタジオを結んで中継しま

す。 
この様子を平泉淑子さん（旭町）がFM青森

で放送します。 
放送日時 6月22日（日） 19時 

＞元から「M嘉長話多の番組「立侵 

中
央
公
民
館
 
費
（3
5)
6
05
6
 

【お
詫
び
と
訂
正
】
〈
広
報
6
月
1
 

日
号
P
1
0〉
中
央
公
民
館
か
ら
の

お
知
ら
せ
、
家
族
で
映
画
を
楽
し

む
会

、
6
月
の
日
時
 
「5
月
2
4日

出
」
を
「
6
月
2
8日
出
」
 
に訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
 

●

7
月
9
日
伽
1
0時

、
1
1時
3
0分
 

◇
講
師
 
黒
石
八
郎
氏

（
タ
レン
ト
）
 

◇
演
題
 
「
人生
は
楽
し
く
」
 

◇
対
象
者
 
市
民
の
方
ど
な
た
で
も
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

◇
申
込
方
法

・
期
間
 

電
話
で
6
月
2
3日
囲
、
2
7日
国
の
間
 

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
卸
人
ま
で
。
 

クマは本来、臆病な動物で、刺激しない限り一方的に攻撃して＜ることはありませんが、人

と突然出あったときに驚いて攻撃してくることもあります。まずは、少しでもクマに出あわな

いですむような心がけをすることが大切です。 

クマに 圏あわない尼め肥 それでもク マ肥圏旨加てし家つ庖ら 
◆クマの出没情報を集める 

新聞記事やテレビ、あるいは地元の人、市役所や警

察からクマの出没情報を集め、危険な場所に近づ

かないようにしましよう。 

◆早朝やタ方、霧の深い日は入山しない 

このような時間帯、天候では、クマが活発に行動す

るので危険です。 

◆音を出しながら歩こう 

クマは音に敏感です。なるべく複数で話しながら

歩いたり、鈴やラジオなどの音でこちらの存在を

知らせましょう。流れが激しい沢、風雨の強いとき

や霧の濃いときは、クマに人の存在が伝わりにく

いので危険です。 

◆クマのフンや足跡、食べ跡を見つけたら 

クマが近くにいる可能性があります。すぐ引き返

しましよう。 

ン ー‘ー」一一一一‘ーー 
~特別衝稚I星元とり！ 

× 

武多が生きる街・もつと素敵に Shine 
Goshogawara」 を毎週土曜日12時30分から 

×25分番組で放送します。ご期待ください。  

◆遠くにクマを見つけたら 

あわてずそっと立ち去りましょう。大声を出したり、 

石や棒を投げることはクマを興奮させるだけです。 

◆クマがこちらに気づいたら 

まず、落ち着いてください。静かにしていれば、ほ

とんどの場合、クマは立ち去ります。 

◆クマが近づいてきたら 

できるだけゆっくり、その場から後退しましよう。 

恐怖にかられ逃げたくなるのは当然ですが、クマ

の足は人間よりずっと早く、背中を見せて逃げる

と本能的にこれを追う習性があるため、もっとも

危険と言われています。 

◆小グマはかわいいけれど 

そばに必ず親グマがいます。親クマは子グマを守

ろうとするのでとても危険です。 

	く 

、 

       

   

新
た
な
事
業
展
開
の
た
め
に
、
エ
業
 

団
地
に
進
出
し
ま
せ
ん
か
。
 

現
在
稼
働
中
の
工
場
が
老
朽
化
等
で
 

新
設
ま
た
は
増
設
を
希
望
さ
れ
て
い
る
 

企
業
の
方
々
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

◇
立
地
可
能
業
種
等
 

製
造
業
、
道
路
貨
物
運
送
業
、
卸
売
 

業
、
倉
庫
業
、
梱
包
業
。
 

そ
の
他
業
種
、
面
積
等
に
つ
い
て
も
 

相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
分
譲
価
格
 
1
0
4
0
0
／
りm
 

◇
優
遇
措
置

案
件
あ
り
）
 

①
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
 

 

企
業
の
み
な
さ
ん

工
業
団
地
に
 

 

6月30日（月）は 
〈に
』コ
「
易
月
且

甘
襲
“（
い旦
日
ル
ノョ
 

 

進
出
し
ま
せ
ん
か
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クマは本来、臆病な動物で、刺激しない限り一方的に攻撃して＜ることはありませんが、人

と突然出あったときに驚いて攻撃して＜ることもあります。まずは、少しでもクマに出あわな

いですむよラな心がけをすることが大切です。 

ヘノへ 、 、 ノ 

い 、’ill I 、“ 

中
央
公
民
館
 
費
（3
5)
60
5
6
 

【
お詫
び
と
訂
正
】
〈
広
報
6
月
1
 

日
号
P
1
0〉
中
央
公
民
館
か
ら
の

お
知
ら
せ
、
家
族
で
映
画
を
楽
し

む
会

、
6
月
の
日
時
 
「5
月
2
4日

出
」
を
「
6
月
2
8日
出
」
に
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
 

●

7
月
9
日
困
1
0時

、
1
1時
3
0分
 

◇
講
師
 
黒
石
八
郎
氏

（
タ
レン
ト
」
 

◇
演
題
 
「
人生
は
楽
し
く
」
 

◇
対
象
者
 
市
民
の
方
ど
な
た
で
も
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

◇
申
込
方
法
・
期
間
 

電
話
で
6
月
2
3日
卿
、
2
7日
国
の
間
 

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
卸
人
ま
で
。
 

クマに圏あ抱ない庖め健 
◆クマの出没情報を集める 

新聞記事やテレビ、あるいは地元の人、市役所や警

察からクマの出没情報を集め、危険な場所に近づ

かないようにしましよう。 

◆早朝やタ方、霧の深い日は入山しない 

このような時間帯、天候では、クマが活発に行動す

るので危険です。 

◆音を出しながら歩こう 

クマは音に敏感です。なるべく複数で話しながら

歩いたり、鈴やラジオなどの音でこちらの存在を

知らせましょう。流れが激しい沢、風雨の強いとき

や霧の濃いときは、クマに人の存在が伝わりにく

いので危険です。 

◆クマのフンや足跡、食べ跡を見つけたら 

クマが近くにいる可能性があります。すぐ引き返

しましよう。 

「特別番組夏先どリ！ 
五所川原立俊武多 
東京丸ビル 初見参リ 

6月22日～28日、東京丸ビルにおいて開

催される「Aomori Festival Week in 
Marunouchi building」に立侵武多が出陣

します。 
22日の10時30分より行われるオープニン

グセレモ二ーの様子とそこに集る人々を取材

して東京と青森のスタジオを結んで中継しま

す。 
この様子を平泉淑子さん（旭町）がFM青森

で放送します。 
放送日時 6月22日（日） 19時 

マ肥圏あってし家つ庖ら 
◆遠くにクマを見つけたら 

あわてずそっと立ち去りましよう。大声を出したり、 

石や棒を投げることはクマを興奮させるだけです。 

◆クマがこちらに気づいたら 

まず、落ち着いてください。静かにしていれば、ほ

とんどの場合、クマは立ち去ります。 

◆クマが近づいてきたら 

できるだけゆっくり、その場から後退しましよう。 

恐怖にかられ逃げたくなるのは当然ですが、クマ

の足は人間よりずっと早く、背中を見せて逃げる

と本能的にこれを追う習性があるため、もっとも

危険と言われています。 

◆小グマはかわいいけれど 

そばに必ず親グマがいます。親クマは子グマを守

ろうとするのでとても危険です。 

K 	 

ド7月からFM青萩三侵武多の番組「立侵 
武多が生きる街・もっと素敵に Shine 
Goshogawara」 を毎週土曜日12時30分から 
25分番組で放送します。ご期待ください。 

× 
ノ／一 

	く 

6月30日（月）は 
新
た
な
事
業
展
開
の
た
め
に
、
エ
業
 

団
地
に
進
出
し
ま
せ
ん
か
。
 

現
在
稼
働
中
の
工
場
が
老
朽
化
等
で
 

新
設
ま
た
は
増
設
を
希
望
さ
れ
て
い
る
 

企
業
の
方
々
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

◇
立
地
可
能
業
種
等
 

製
造
業
、
道
路
貨
物
運
送
業
、
卸
売
 

業
、
倉
庫
業
、
梱
包
業
。
 

そ
の
他
業
種
、
面
積
等
に
つ
い
て
も
 

相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
分
譲
価
格
 
1
0
4
0
0
／
げ
 

◇
優
遇
措
置
（
条
件
あ
り
）
 

①
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
 

②
工
場
用
地
取
得
助
成
金
 

進
出
し
ま
せ
ん
か
 

企
業
の
み
な
さ
ん

工
業
団
地
に
 

市（県）民税第 1期 

の納付期限で弓o 
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五
所
川
原
市
建
築
組
合
 

公
（
3
5)
2
8
5
6
 

今
年
も
組
合
員
が
市
民
の
皆
様
に
奉

仕
し
た
い
と
、刃
物
研
ぎ
・
住
宅相
談

な
ど
を
行
い
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
収
益
金

は
社
会
福
祉
協
議
会
（
寄
付
さ
れ
ま
す
。
 

●

6
月
2
2日
卿
 
9
時
、
1
5時
3
0分
 

市
役
所
前
お
祭
り
広
場
 

◇
内
容
 

・

刃
物
研
ぎ…
一
丁
当
た
り
、
包
丁
2
 

0
0
円
、
ハ
サ
ミ
3
0
0
円
、
そ
の

他
の
刃
物
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

・

住
宅
相
談
…
新
築
、増
築
、
リ
フ
ォ
 

ー
ム
、
 一世
帯
住
宅
等
々
に
つ
い
て
。
 

一
 

放
送
大
学
学
生
募
集
 

〒
0
3
6
1
8
5
6
0
 

弘
前
市
文
京
町1

（
弘前
大
学
創
立
 

5
0周
年
記
念
会館
内
）
 

放
送
大
学
青森
学
習
セ
ン
タ

ー
 

詳
し
く
は
ht（タ
『lw
w
w・
〒a
l
r
a
c・jPか
「
 

「健
康
あ
お
も
り
2
1」
 

公
開
講
座
参

加
者
募
集
 

県
薬
剤
師
会
西
北
五
支
部
 

空
3
5)4
1
83
 
ア
サ
ヒ薬
局
・木
村
 

ど
な
た
で
も
参
加
でき
、
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。
入
場
無
料
。
 

●

7
月
1
2日
田
 
1
5時
3
0分

、
1
7時
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
 

◇
演
題
 

「
ポス
ト
ゲ
ノ
ム
時
代
の
医
療
」
 

弘
前
大
学
医
学
部
付
属
病
院
第
二
外
 

科
講
師
 小
田
桐
弘
毅
氏
 

◇
主
催
 
県
薬
剤
師
会
西
北
五
支部
 

五
所
川
原
市
商店
街
振
興
組
合
連
合
会

容
（3
3)
31
3
1
 
（担
当
）蝦
名
 

E
M
学
習
会
の
ご
案
内
 

生
活
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
静
木
 

公
・
F
A
X
(
3
4)
4
6
0
4
 

少
い期
P抜
憐

加
）
北
汰
浮
彦
 

§ 
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第
1
3回
こ
し
ょ
が
わ
ら

花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
 

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
 

公
（
3
5)
3
2
7
5
 

江
良
 

明
治
神
宮
株
分
けの
智
叩種
、
3
万

本
の
花
菖
蒲
が咲
き
誇
る
菊
ケ
丘
水
郷

公
園
へ
遊
びに
来
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

7
月
4
日
岡
、
6
日
回
 

菊
ケ
丘
水
郷
公
園
 

◇
主
な
イ
ベ
ン
ト
 

4
日
岡
…
1
0時
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グセ
 

レ
モ
ニ
ー
、1
0時
3
0分
、
西
北
五
 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

5
日
出
…
1
3時
、
1
4時
3
0分
 

を
フ
ォ
ケ
大
会
 

6
日
⑧
…
1
3時

、
1
4時
3
0分
 

竜
巳
憲
一
一
・一行
／
歌
謡
シ
ョー

 

※
こ
の
他
に
も
、
出
店
、
フ
リ
ー
マ

ー
 

ケ
ツ
ト
、
野
点
、
歴
史
民
俗
資
料館
 

旧
平
山
家
無
料
開
放
、
写
生
大
会
な
 

ど
、
イ
ベ
ン
トが
た
く
さ
ん
あ
り
ま
 

す
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
。
 

ご
し
ょが
わ
ら花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎまつ
り

フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト参
加
者
募
集
 

環
境
対
策
課
 
内
線
2
3
3
 

家
族
や
友
だ
ち
な
ど
で
不
要
に
な
っ

た
衣
類
や
日
用
品
な
どを
持
ち
寄
り
、
 

出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

7
月
5
日
田
・
6
日
回
 

9
時

、
1
5時
 

菊
ケ
丘
水
郷
公
園
 

◇
参
加
資
格
…
ど
な
た
で
も
参
加
可

◇
出
店
品
目
…
食料
品
以
外
の
も
の
 

◇
申
込
先
…6
月
2
7日
岡
ま
で
に
五
所
 

川
原
家
族
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
 

委
員
会

（
事務
局
環
境
対
策
課）
(
 

弓
道
を
体験
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

市
民
弓
道
教
室
（
前
期
）
 

五
所
川
原
弓
道

会
 

公
（
3
5)1
2
6
3
 
新
岡
 

中
学
生
、高
校
生
、
 一
般
の
方
を対

象
と
し
た
初
心
者
向
け
市
民
弓
道
教
室
。
 

●

6
月
2
4日
因
、
7
月
2
6日
田
 

毎
週
火

・
木
・
土
曜
日
 

旧
三
道
会
館
 
1
9時

、
2
0時
4
5分
 

※
受
講
料
は無
料
で
す
。
弓
具
は
備
え
 

付
け
の
も
の
有
り
。
 

◇
後
援
 市
教
育
委
員
会
 
 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ンタ

ー
 

公
0
1
7
2
(3
8)
0
5
0
0
 

平
成
1
5年
度
第
2
学
期
（1
0月
入
学
）
 

「教
養
学
部
生
」
・
「大
学
院
修
士
科
目

生
」
及
び
平
成
1
6年
度
「
大
学
院
修
士

全
科
生
」
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

●

出
願
期
間
 

教
養
学
部
‘
大
学
院修
士
科
目
生
 

8
月
3
1日
回
ま
で
 

大
学
院
修
士
全
科
生
 

9
月
1
日
囲
、
9
月
1
6日
因
 

※
募
集
要
項
は無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
 

◇
資
料
請
求

・
問
い
合
わ
せ
 

日
本
で
唯
一
の
ジ
ャズ
チ
ェ
ロ
リ
ス

ト
が
N
Y
よ
り
一
時帰
国
。
ジ
ャ
ン
ル

を
越
え
た
新
し
く
干
不
ル
ギ
ッシ
ュ
な

響
き
は
、ま
さ
に
初
め
て
の
世界
で
す
。
 

●
6
月
2
8日
田
 
開演
1
8時
3
0分
 

津
軽
金
山
焼
窯
場
 

◇
チ
ケ
ッ
ト
 
前
売
・
当
日
と
も消
費
 

税
込
で
3
0
0
0
円
（
吉
川
オ
リ
ジ
ナ
 

ル
津
軽
金
山
焼
ビ
ア
マ
グ
付
）
 

消
費
者
の方
々
と
商
店
街
がコ
ミ
ユ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
よ
り
深
め
る
た
め
に

開
催
し
ま
す
0
皆
さ
ま
の
お
い
で
をお

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●

6
月
2
1日
田
 
1
0時

、
1
5時
 

大
町
「
川
要
駐
車場
」
 

（
お
客
様専
用
駐
車
場
は
、あ
お
も

り
信
金
に
用
意
し
て
い
ま
す
。）
 

※
お
買
物
券
が
当
た
る
抽
選
会
、各
種

特
産
品
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ツ
ト
、
期
杯
限
定
の
鍋
物
サ
ー
ビ
ス

等
、
イ
ベ
ン
トが
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
 

知
的
障
害
者
と
環境
に
良
い
事
に
取

り
組
も
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
廃
水

や
生
ゴ
ミ
な
ど
の
汚
染物
質
を
分解
し

て
し
ま
う
E
M
に
つ
い
て
一
緒
に学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。ど
な
た
で
も
参加
で

き
ま
す
。
 

●

6
月
2
5日
困
 
1
0時

、
1
1時
3
0分
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィセ
ン
タ
ー
栄
 

◇
講
師
 
木
村
将
人氏
（
E
M
ボ
カ
シ
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
北事
務
局
長
）
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

E
M
学
習
会

の
こ
案
内
 

生
活
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
静
木
 

公
・
F
A
X
(
3
4)
4
6
0
4
 

知
的
障
害
者
と
環
境
に
良
い
事
に
取

り
組
も
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
廃
水
 

や
生
ゴ
ミ
な
ど
の
汚
染
物
質
を
分
解
し
 

ザ
・
チ
ェ
ロ
ア
コ
ー
K
テ
ィ
ク
 

吉
川
よ
し
ひ
ろ
ソ
ロ
ラ
イ
ブ
 

「」
しょ
が
わ
ら花
菖蒲
せ
せ
ら
ぎま
つ
り
 

フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト参
加
者
募
集
 

環
境
対
策
課
 
内
線
2
3
3
 

」ず
期
P抜
」ラ
」葬
江
」
奪
露
 

第
1
3回
ご
し
ょ
が
わ
ら
 

花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
 

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
 

公
（
3
5)
3
2
7
5
 

江
良
 

V 

五
所
川
原

市
建
築
組
合
 

容
（
3
5)
2
8
5
6
 

●

7
月
5
日
田

・
6
日
回
 

9
時
、
1
5時
 

菊
ケ
丘
水
郷
公
園
 

◇
参
加
資
格
…
ど
な
た
で
も
参
加
可

◇
出
店
品
目
…
食
料
品
以
外
のも
の

◇
申
込
先
：
6
月
2
7日
岡
ま
で
に
五
所

川
原
家
族
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ット
実
行

委
員
会

（
事務
局
環
境
対
策
課）
へ
 

弘
前
市
文
京
町
1
（
弘前
大
学
創
立
 

5
0周
年
記
念
会
館
内
）
 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー
 

詳
し
く
は
「言
・『lw
w
w
u

・a
ir・a
cJ
Pかつ
 

今
年
も
組
合
員
が
市
民
の
皆
様
に
奉

仕
し
た
い
と
、
刃
物
研
ぎ

・
住
宅
相
談

な
ど
を
行
い
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
収
益
金

は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
。
 

●

6
月
2
2日
回
 
9
時
、
1
5時
3
0分
 

市
役
所
前
お
祭
り
広
場
 

◇
内
容
 

・

刃
物
研
ぎ
…
一
丁
当
た
り
、
包
丁
2
 

0
0
円
、
ハ
サ
ミ
3
0
0円
、
そ
の

他
の
刃
物
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

・

住
宅
相
談

…
新
築
、
増
築
、
リ
フ
ォ
 

ー
ム
、
 
一世帯
住
宅
等
々
に
つ
い
て
。
 

〒
0
3
6
1
8
5
6
0
 

消
費
者
の
方
々
と
商
店
街
が
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
深
め
る
た
め
に

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
い
で
をお

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●

6
月
2
1日
田
 
1
0時

、
1
5時
 

大
町

「川
要
駐
車
場
」
 

（
お
客
様専
用
駐
車
場
は
、
あ
お
も

り
信
金
に
用
意
し
て
い
ま
す
。）
 

※
お
買
物
券
が
当
た
る
抽
選
会
、
各
種

特
産
品
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ツ
ト
、
期
杯
限
定
の
鍋
物
サ
ー
ビ
ス

等
、
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
 

弓
道
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

市
民
弓
道
教
室
（
前
期
）
 

五
所
川
原

弓
道
会
 

容
（
3
5)1
2
6
3
 
新
岡
 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。
入
場
無
料
。
 

●

7
月
1
2日
田
 
1
5時
3
0分

、
1
7時
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
 

◇
演
題
 

「
ポス
ト
ゲ
ノ
ム
時
代
の
医
療
」
 

弘
前
大
学
医
学
部
付
属
病
院
第
二
外
 

科
講
師
 
小
田
桐
弘
毅
氏
 

◇
主
催
 
県
薬
剤
師
会
西
北
五
支
部
 

津
軽
金
山
焼
 
公
（2
9)
3
3
5
0
 

平
成
1
5年
度
第
2
学
期
（1
0月
入
学
）
 

「教
養
学
部
生
」
・
「大
学
院
修
士
科
目

生
」
及
び
平
成
1
6年
度
「
大
学
院
修
士
 

明
治
神
宮
株
分
け
の
6
9品
種
、
3
万

本
の
花
菖
蒲
が咲
き
誇
る
菊
ケ
丘
水
郷

公
園
（
遊
び
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

7
月
4
日
岡
、
6
日
卿
 

菊
ケ
丘
水
郷
公
園
 

◇
主
な
イ
ベ
ン
ト
 

4
日
国
…
1
0時
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
 

レ
モ
ニ
ー
、
1
0時
3
0分
、
西
北
五
 

ダ
フ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

5
日
出
…
1
3時

、
1
4時
3
0分
 

を
フ
オ
ケ
大会
 

6
日
同
…
1
3時

、
1
4時
3
0分
 

竜
巳
憲
二
・
一
行
／
歌
謡
シ
ョー

 

※
こ
の
他
に
も
、
出
店
、
フ
リ
ー
マ

ー
 

ケ
ツ
ト
、
野
点
、
歴
史
民
俗
資
料
館
 

旧
平
山
家
無
料
開
放
、
写
生
大
会
な
 

ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
 

す
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
。
 

て
し
ま
う
E
M
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
 

●

6
月
2
5日
困
 
1
0時

、
1
1時
3
0分
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
 

◇
講
師
 
木
村
将
人氏

（E
M
ボ
カ
シ
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
北
事
務
局
長
）
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

家
族
や
友
だ
ち
な
ど
で
不
要
に
な
っ

た
衣
類
や
日
用
品
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
 

出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

日
本
で
唯
一
の
ジ
ャ
ズ
チ
ェ
ロ
リ
ス

ト
が
N
Y
よ
り
一
時
帰
国
。
ジ
ャ
ン
ル

を
越
え
た
新
しく
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

響
き
は
、
ま
さ
に
初
め
て
の
世
界
で
す
。
 

●
6
月
2
8日
山
 
開
演
1
8時
3
0分
 

津
軽
金
山
焼
窯
場
 

◇
チ
ケ
ッ
ト
 
前
売
・
当
日
と
も
消
費
 

税
込
で
3
0
0
0円
（
吉
川
オ
リ
ジ
ナ
 

ル
津
軽
金
山
焼
ビ
ア
マ
グ
付
）
 

中
学
生
、
高
校
生
、
 一
般
の
方
を対
 
全

科
生
」
の
学
生
を
募
集
しま
す
。
 

象
と
し
た
初
心
者
向
け
市
民
弓
道
教
室
。
 
●
出
願
期
間
 

●

6
月
2
4日
因
、
7
月
2
6日
田
 
教
養
学

部

・
大
学
院修
士
科
目
生
 

毎
週
火
・
木

・
土
曜
日
 

8
月
3
1日
回
ま
で
 

旧
三
道
会
館
 
1
9時

、
2
0時
4
5分
 
大

学
院
修
士
全
科
生
 

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。
弓
具
は
備
え
 

9
月
1
日
囲
、
9
月
1
6日
因
 

付
け
の
も
の
有
り
。
 

※
募
集
要
項
は
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
 

◇
後
援
 
市
教
育
委
員
会
 

◇
資
料
請
求

・
間
い
合
わ
せ
 

「
五
所
の
市

」
開
催
 

五
所
川
原
市
商
店
街
振興
組
合
連
合
会

か
（3
3)
31
3
1
 
（
担当
）
蝦名
 

放
送
大

学
学

生
募
集
 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー
 

公
0
1
7
2
(
3
8)
0
5
0
0
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五所川原消防署管内5月の火災、救急、救助出動件数 I単位】件） 

ク丁夢・F’こ一 j'j ケ 

区 分 火 救 枚 	助 
月 別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成15年 1 12 121 601 2 10 
平成14年 5 18 116 567 0 10 
比 	較 z\4 △ 6 5 34 2 0 
平成14年度統ー標語 

消す心 置いてください 火のそばに 

問合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部丑35-2O1 9（内線 23) 

が 

FOLK Friendship JAM 
	 オルテソシア自主事業 

チ・クーット取扱所 

オルテンシア （33) 21 1 1 
五所川原市内垂馴更局 

(34) 3205〔五所川原郵1更局〕 

エルム SC (33)6276 
イオン柏sc (26)3450 
中＝五所川原店 (34) 3 13 1 

7月13日（日） 

オルテンシア 開場 18時 

開三寅 18時3O'う、 

入」易料 SS席4,600円 

S席4,OOOJ 
A) 3,5 OOP 

と
芸
《又
永
わ
ら
 

題
字
 
斎

藤
 
清
泉
 

〔
五
所

川
原
短

歌
会

〕
 

咲
き
盛
る
梅
林
の
丘
を
車
い
す
の
老
い
と
語
ら
ひ
看
護
師
の
ゆ
く
 

山
形
 

礼
子
 

と
「
と
「
と
石
橋
わ
た
る
老
い
わ
れ
を
若
き
ら
そ
そ
と
荒
橋
を
ゆ
く
 

安
田
 
頴
導
 

い
ま
だ
見
ぬ
国
（
明
日
発

「
た
か
ぶ
り
に
覚
め
し
窓
の
辺
月
さ
や
か
に
て
 

開
米
 

藤
枝
 

住
み
し
家
に
別
れ
を
告
ぐ
る
白
寿
の
姉
の
ひ

「
ぎ
に
昔
た
ち
く
る
 

北
川
要
二

郎
 

な
が
き
冬
耐
（
き
し
銀
杏
芽
吹
き
を
り
公
園
の
な
か
孫
走
り
ゆ
く
 

一
歩
 

朝
市
に
魚
商
ふ
女

の
る
て
動
く
が
ま
ま
に
潮
の
匂
ふ
 

佐
々
木
ト
シ
「
山
 

雪
消
え
し
庭
の
か
た
か
げ
に
山
茶
花
は
一
枝
紅
く
花
を
残
せ
り
 

身
の
こ
な
し
軽
々
と
し
て
洗
車
す
る
隣
家
の
人
は
喜
寿
を
越
え
し
も
 

K
~
h
 
 

サ
ト
 

ゆ
だ
ね
来
し
芽
出
す
種
籾
思
ひ
出
し
旅
宿
に
目
覚
め
寝
ね
が
た
き
夜
 

斉
藤
 
由
雄
 

純
白
の
苧
環
ニ
輪
む
ら
さ
き
の
董
と
共
に
テ
ー
ブ
ル
に
映
ゆ
 

小
笠
原
俊
亮

癒
ゆ
る
な
き
病
ひ
も
「
吾
れ
を
気
遣
ひ
て
旅
の
一
夜
を
盛
り
上
げ
る
子
等
 

蝦
名
 
麗
子

菜
の
花
と
丈
を
く
ら
べ
て
る
る
ご
と
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
児
ら
畑
道
を
ゆ
く
 

山
L
 
和
美

ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
子
を
抱
く
順
番
き
め
お
り
し
若
き
夫
婦
は
電
車
下
り
ゆ
く
 

野
呂
三

枝
子

柿
若
葉
光
る
庭
辺
を
歩
み
「
「
大
き
息
ひ
と
「
春
を
吸
い
込
む
 浜

山
 

て
い

春
風
に
武
者
絵
の
凧
を
揚
げ
な
が
ら
は
し
ゃ
ぐ
親
子
を
楽
し
み
て
見
「
 

下
山
 

チ
エ
 

消
防
本
部
か

ら
お
知
ら
せ
 

消
防
本
部
予
防

課
 

公
（
3
5)
2
0
1
9

内
線
2
5・
4
2
 

《
防火
管
理
に
関
す
る
講
習
》
 

●

7
月
2
4日
困
・
2
5日
国
 

(
2
日
間
）
オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
対
象
者
 
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
 

る
防
火
対
象
物
（
学
校
・
病
院

・
店
 

舗
等
）
で
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
 

務
を
遂
行
で
き
る
管
理
的
監
督
的
立

場
に
あ
る
者
 

◇
受
付
 
6
月
1
6日
の
、
7
月
1
0日
困

※
受
講
申
請
書
等
は
、
消
防
本
部
予
防

課
に
あ
り
ま
す
。
 

《
消火
器
の
悪
質
点
検
及
び

訪
間
販
売
に
気
を
つ
け
て
》
 

最
近
、
病
院
、
店
舗
を
中
心
に
巧
妙

な
手
口
で
点
検
を
行
う
悪
質
な
業
者
が
 

増
え
て
い
ま
す
。
契
約
書
の
作
成
及
び

高
額
な
点
検
料
を
請
求
さ
れ
る
事
件
が

県
内
を
は
じ
め
全
国
的
に
発
生
し
て
い

ま
す
。
悪
質
な
点
検
、
訪
問
販
売
等
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
こ
の
よ
う
な
業
者
が
訪
れ
た
場
合

に
は
、
早
急
に
消
防
本
部
予
防
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑥
訪
問
前
に
電
話
を
か
け
て
信
用
さ
ま

す
。
 

⑨
点
検
を
承
諾
す
る
前
に
必
ず
契
約
業

者
で
あ
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
 

（点
検
は
契
約
業
者
か
最
寄
り
の
消

火
器
販
売
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
。）
 

⑨
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
 

・

身
分
証
明
等
の
提
示
を
求
め
る
。
 

・
は
っ
き
り
と
点
検
を
拒
否
す
る
。
 

・契
約
書
に
印
鑑
を
押
さ
な
い
。
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書
等
は
、
消
防
本
部
予
防

課
に
あ
り
ま
す
。
 

《
消火
器
の
悪
質
点
検
及
び

訪
間
販
売
に
気
を
つ
け
て
》
 

最
近
、
病
院
、
店
舗
を
中
心
に
巧
妙

な
手
口
で
点
検
を
行
う
悪
質
な
業
者
が
 

増
え
て
い
ま
す
。
契
約
書
の
作
成
及
び

高
額
な
点
検
料
を
請
求
さ
れ
る
事
件
が

県
内
を
は
じ
め
全
国
的
に
発
生
し
て
い

ま
す
。
悪
質
な
点
検
、
訪
問
販
売
等
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
こ
の
よ
う
な
業
者
が
訪
れ
た
場
合

に
は
、
早
急
に
消
防
本
部
予
防
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑥
訪
問
前
に
電
話
を
か
け
て
信
用
さ
ま

す
。
 

⑨
点
検
を
承
諾
す
る
前
に
必
ず
契
約
業

者
で
あ
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
 

（点
検
は
契
約
業
者
か
最
寄
り
の
消

火
器
販
売
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
。）
 

⑨
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
 

・

身
分
証
明
等
の
提
示
を
求
め
る
。
 

・
は
っ
き
り
と
点
検
を
拒
否
す
る
。
 

・契
約
書
に
印
鑑
を
押
さ
な
い
。
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健康福祉課 内線234・236 

一一““晦鳶I異篇霧義薫難聾薯 

材料（4人分） 

米 	2カップ 

鶏もも肉 	80 g 
玉ねぎ 	V3個 

人参 	V3個 

グリーンピース（缶） 

適宜 

バター 	log 

〔調味液〕 

水 	 400cc 
固形スープの素 1個 

塩 	小さじ1/2強 

トマトケチャップ 	90g 
白ワイン 	大さじ2 
こしょう 	 少々 

テーマ 

「軸瑚才γ い、 

了かか津ング」 

五所川原市食生活改善推進員会 

健 康 相 談 
病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

種井集会所 
6 月20日国 

10 : 30 ~ 12 : 00 
毘沙門・長富コミュニテイセンター 10 :30 ~ 12 :00 
コミュニテイセンター中川 6 月26日困 10 :30 -12 :00 
田川集会所 7月 2 日困 10 : 30 ~ 12 : 00 
北新集会所 

7月 3 日（わ 
12 :30 -13 :30 

唐笠柳保健協力員「新井ュキ子さん」宅 13 : 00 ~ 14 : 00 

すくすく健診 
◆場 所一・・働く婦人の家・保健センター 

◆受付時間・・・12時15分から12時30分 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 主 な 内 容 

4 カ月児 

健 	診 

平成15年 

2月生まれ 

7月 1日 

（刃 

児
芽
乳
 
科

細
食
 
診

胞
試
 
察

腫
食
 
、
検

、
 
身
査
育
 
体

セ
児
 
計

ッ
情
 
測
ト

報
 
、
配

交
 
神

布
換
 

小
経
離
等
  

1 	歳 

6 カ月児 

健 	診 

平成14年 

1月生まれ 

7月22日
因 

小児科‘歯科診察、歯科保
健指導、身体計測、発達相
談等 

3 歳児 

健 	診 

平成12年 

3月生まれ 

7月24日
困 

※対象者に個別通知します。 
小児科・歯科診察、身体計
測、尿検査、視聴覚検査、 
発達相談等 

※お願い 健診に来られなかった方は、健康福祉課までご連絡ください。 

病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けることができます。健診当日は、 

r 駐車場が混雑しますので市役所駐車場もご利用ください。 

母と子の相談日 
●この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場に 

もご利用できますので、気軽においでください。 

◆場所…働く婦人の家・保健センター 

◆持参するもの・ー・母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	容 

7月 2 日困 

7月16日困 

※16日午後は電話予約
となっています。 

10 
13 
:00 
:00 

-- 12 
--15 

:00 
:00 

・各月齢での成長、 
発達、育児、遊び、 
栄養（離乳食等） 
相談 
・子育て等の情報交換 

献血のご案内 
期 日 時 間 場 	 所 

6月20日圏 
9:30 -12 :00 五所川原保健所 

13:30 -16 :00 特別養護老人ホーム青山荘 

6月27日金 9:30 -14 :30 
成分献血】働く婦人の家‘保健センター 
ご希望の方は 6月20日圏まで健康福祉課

へご連絡ください。 

炊き込諏チ、ンライス I 

1 人分栄養量】366kcal 塩分2.4 g 

【作り方（※はエコ・ポイント】 

①米は洗って水につけておく。 

②鶏もも肉は、 1 センチの角切りにする。玉ねぎは、 

大きめのみじん切りにする。 

※人参は、皮付きのまま 7'8ミリの角切りにする。 

グリーンピースは熱湯をかけ、水分を切っておく。 

固形スープは刻んでおく。 

調味液は全部混ぜ合わせておく。 

※③炊飯器に米と②を入れてかき混ぜ、その上にバタ 

―をのせて炊き上げ、15分ぐらい蒸らす。グリーン 

ピースを加え、できあがり。 

調理に使用する鍋は、炊飯器ひとつだけで弓0 
時間も、工ネルギーも節約でききうo 
朝起きたらラキソライスができていた、なんてう 

れしいで弓ね0 

~驚議ば」I毒I筆i韮~  
月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

6月22日 日
  

駅前クリニック 
原
 
市
 

五
大
 
所
町
 

 

38-5 100 

6月29日 日
  

三上眼科医院 
五所川原市

旭町59 
35-2577 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介廿34-4999）で紹介します。 
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.TJT三二1 r-4 EF塾1」L:,r；~ 
~P‘受い三軍七・馴戸iF’二二且r・；~ 

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話  

6 月22日 日
  

駅前クリニック 
五所川原市
大町1 38-5 100 

6 月29日 口
］
 
 

三上眼科医院 
五所川原市
旭町59 35-2577 

          

テーマ 

       

       

畑1ボにやγしい 

了ンか津ング」 

 

 

五所川原市食生活改善推進員会 

 

健 康 相 談 
病気の相談、心の相談、血圧測定なと保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はこ持参ください。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

種井集会所 
6 月20日金 

10 :30-12 :00 
毘沙門・長富コミュニテイセンター 10 :30-12 :00 
コミュニテイセンター中川 6 月26日（加 10 :30-12 :00 
田川集会所 7 月 2 日困 10 :30-12 :00 
北新集会所 

7 月 3 日困 
12 :30-13 :30 

唐笠柳保健協力員「新井ュキ子さん」宅 13 :00-14 :00 

すくすく健診 
◆場 所・・・働く婦人の家・保健センター 

◆受付時間…12時15分から12時30分 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 主 な 内 容 

4 カ月児 

健 	診 

平成15年 

2 月生まれ 

7 月 1日

因 

小児科診察、身体計測、神
経芽細胞腫検査セット配布、 
離乳食試食、育児情報交換
等 

1 	歳 

6 カ月児 

健 	診 

平成14年 

1月生まれ 

7 月22日
因 

科
報
 
歯
身
 
科
体
 
診
計
 
察
激
 
歯
発
 
科
達
 
保

相
 

小
健
談
 
児
指
等
 

 

3 歳児 

健 	診 

平成12年 

3 月生まれ 

7 月24日
困 

※対象者に個別通知します。 
小児科・歯科診察、身体計
測、尿検査、視聴覚検査、 
発達相談等 

※お願い 健診に来られなかった方は、健康福祉課までご連絡ください。 

病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けることができます。健診当日は、 

r 駐車場が混雑しますので、市役所駐車場もご利用ください。 

母と子の相談日 
●この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場に 

もご利用できますので、気軽においでください。 

◆場所・・・働く婦人の家・保健センター 

◆持参するもの・・・母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	容 

7 月 2 日困 

7 月16日困 

※16日午後は電話予約
となっています。 

10 
13 

:00-12 
:00--15 

:00 
:00 

・各月齢での成長、 

発達、育児、遊び、 

栄養（離乳食等） 

相談 
・子育て等の情報交換 

献血のご案内 
期 日 時 	間 場 	 所 

6 月20日園 
生30~12:00 五所川原保健所 

13:30-16:00 特別養護老人ホーム青山荘 

6 月27日国 ま30~ 14 : 30 
成分献血】働く婦人の家・保健センター 

ご希望の方は湖 20 B鎌で健康福祉課
へご連絡ください。 

炊き込みチキソライス I  

1 人分栄養量】366kca1 	塩分2.4 g 

材料（4人分） 

米 	2カップ 
鶏もも肉 	80g 
玉ねぎ 	V3個 
人参 	V3個 
グリーンピース（缶） 

適宜 

バター 	log 

〔調味液〕 

水 	 400cc 
固形スープの素 1個 
塩 	小さじ1/2強 

トマトケチャップ 	909 
白ワイン 	大さじ2 
こしょう 	 少々 

【作り方（※はエコ・ポイント】 

①米は洗って水につけておく。 

②鶏もも肉は、 1 センチの角切りにする。玉ねぎは、 

大きめのみじん切りにする。 

※人参は、皮付きのまま 7-8ミリの角切りにする。 

グリーンピースは熱湯をかけ、水分を切っておく。 

固形スープは刻んでおく。 

調味液は全部混ぜ合わせておく。 

※③炊飯器に米と②を入れてかき混ぜ、その上にバタ 

ーをのせて炊き上げ、15分ぐらい蒸らす。グリーン 

ピースを加え、できあがり。 

調理に使用うる鍋は、炊飯器ひとつだけで弓o 
時間も、工ネルギーも節約できま弓o 
朝起きたらラキソライスができていた、葛んてう 

れしいでうね0 

※ 1．対応時間（電話で確認）9 時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介公34-4999）で紹介しますこ 
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